
正
月
に
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
を
見

て
い
た
ら
「
今

は
悪
い
ニ
ュ
ー

ス
ば
か
り
が
流

れ
て
い
る
。
良

い
ニ
ュ
ー
ス
を
増
や
し
た
い
。

良
い
ニ
ュ
ー
ス
を
増
や
す
努
力

を
し
て
い
け
ば
、
幸
せ
な
社
会

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
趣
旨
の
セ
リ
フ
が
あ
っ
た
。

そ
う
い
え
ば
、
自
分
は
最
近
、

マ
イ
ナ
保
険
証
、
レ
セ
プ
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
な
ど
の

医
療
Ｄ
Ｘ
の
進
め
方
を
は
じ
め

何
か
と
政
府
の
政
策
に
異
議
を

唱
え
た
り
、
社
会
の
動
向
や
事

象
へ
の
不
満
を
口
に
し
た
り
、

そ
ん
な
毎
日
だ
な
ぁ
と
思
っ
た

▼
そ
こ
で
、
積
極
的
に
身
の
回

り
の
良
い
話
や
些
細
な
感
動
を

探
し
、
そ
れ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

し
よ
う
と
決
心
し
１
月
３
日
か

ら
実
行
し
た
▼
し
か
し
、
こ
れ

を
書
い
て
い
る
今
日
１
月
15
日
、

ま
だ
発
信
は
３
件
の
み
。
ど
う

し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
私
の
眼

が
曇
っ
て
い
る
の
か
、
心
が
す

さ
ん
で
い
る
の
か
、
生
活
に
ゆ

と
り
が
な
い
の
か
。
あ
る
い
は

便
利
な
生
活
に
慣
れ
、
ち
ょ
っ

と
や
そ
っ
と
の
こ
と
で
は
感
動

し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

▼
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
っ
て
結
構

難
し
い
も
の
だ
な
、
と
思
う
年

の
初
め
で
あ
る
。
皆
様
に
と
っ

て
も
感
動
に
溢
れ
る
素
敵
な
１

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。（
Ｋ
）

図 歯科医師にやりがいを感じているか
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17.6

17.0

12.8

23.3

25.4

20.1

13.4

1.9

1.0
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増加傾向にある

７
割
が「
歯
科
医
師
に
や
り
が
い
」

歯
科
医
師
と
い
う
仕
事
に
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
か
に
つ

い
て
は
、
図
の
通
り
「
や
り
が

い
を
感
じ
る
」「
ま
あ
感
じ

る
」
と
回
答
し
た
人
は
73
・
２

％
で
あ
っ
た
。
経
年
で
見
る

と
、
２
０
０
９
年
（
52
・
1

％
）、
14
年
（
56
・
１
％
）、
19

年
（
61
・
４
％
）
と
毎
回
増
加

し
て
お
り
、
今
回
は
前
回
よ
り

11
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

男
女
別
で
見
る
と
、
男
性
は

「
ま
あ
感
じ
る
」（
38
・
９

％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
や
り
が
い
を
感
じ
る
」（
32

・
８
％
）
と
続
く
。
女
性
は

「
ま
あ
感
じ
る
」（
42
・
２

％
）
が
最
も
多
く
、「
や
り
が

い
を
感
じ
る
」（
37
・
３
％
）

が
続
く
。
や
り
が
い
に
対
す
る

差
は
男
女
間
で
ほ
と
ん
ど
な
い

も
の
の
、「
や
り
が
い
を
感
じ

る
」「
ま
あ
感
じ
る
」
と
回
答

す
る
割
合
が
男
性
（
71
・
７

％
）
よ
り
も
女
性
（
79
・
５

％
）
の
方
が
７
・
８
ポ
イ
ン
ト

高
い
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
開
業
年
数
別
で
み
る

と
、「
や
り
が
い
を
感
じ
る
」

は
「
開
業
４
年
以
下
」（
54
・

２
％
）
が
最
も
高
く
、
そ
の
一

方
で
「
開
業
20
年
〜
24
年
」

（
24
・
９
％
）
が
最
も
低
か
っ

た
（
詳
細
３
面
）。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
以
下
、
保
団
連
）
は
１
月
26

日
、
２
０
２
４
〜
25
年
度
第
２

回
代
議
員
会
を
開
催
し
た
（
詳

細
２
面
）。
加
盟
団
体
表
彰
で

は
、
歯
科
開
業
医
会
員
年
間
増

加
数
で
当
協
会
が
全
国
１
位
に

輝
き
、
保
団
連
の
竹
田
智
雄
会

長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
２
年

連
続
ト
ッ
プ
で
の
受
賞
と
な

り
、
当
協
会
の
坪
田
有
史
会
長

が
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

な
お
、
同
増
加
数
は
当
協
会

以
下
、
岡
山
県
保
険
医
協
会
、

兵
庫
県
保
険
医
協
会
が
上
位
に

続
い
た
。

１
月
29
日
に
行
わ
れ
た
中
央

社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医

協
）
総
会
に
「
中
間
年
改
定
の

年
に
行
う
期
中
の
診
療
報
酬
改

定
」
と
し
て
、
歯
科
に
関
連
し

て
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技
工
士

の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
手
間
へ
の

評
価
が
答
申
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
歯
科
関
連
に
つ
い
て
は
、
歯

科
衛
生
実
地
指
導
料
の
口
腔
機

能
指
導
加
算
、
歯
科
技
工
士
連

携
加
算
が
そ
れ
ぞ
れ
４
月
か
ら

引
き
上
げ
ら
れ
る（
表
参
照
）。

今
回
答
申
さ
れ
た
の
は
、
①

入
院
時
の
食
費
の
基
準
の
見
直

し
、
②
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技

工
士
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
、
手
間

へ
の
評
価
の
見
直
し
、
③
長
期

収
載
品
の
選
定
療
養
化
や
医
薬

品
供
給
不
安
に
伴
う
服
薬
指
導

の
評
価
の
見
直
し
―
の
３
項

目
。
特
に
②
で
は
、
高
齢
化
の

進
展
な
ど
に
よ
り
歯
科
診
療
の

ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
中
、

歯
科
診
療
所
な
ど
で
、
よ
り
専

門
的
な
業
務
を
行
う
歯
科
衛
生

士
、
歯
科
技
工
士
を
確
保
し
、

限
ら
れ
た
人
材
で
歯
科
医
療
を

効
率
的
に
提
供
す
る
観
点
か

ら
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工

期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定期中改定

表 ４月以降の点数引き上げ

士
の
業
務
に
関
わ
る
評
価
の
見

直
し
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

昨
年
12
月
25
日
の
大
臣
折
衝

を
踏
ま
え
、
緊
急
的
に
対
応
す

べ
き
も
の
と
し
て
「
地
域
で
の

希
少
な
医
療
資
源
を
有
効
活
用

す
る
観
点
か
ら
、
口
腔
機
能
指

導
や
歯
科
技
工
士
と
の
連
携
に

係
る
加
算
に
つ
い
て
上
乗
せ
加

算
を
講
ず
る
」
と
さ
れ
た
。

    

歯
科
用
貴
金
属
の
随
時
改
定

３
月
か
ら
引
き
上
げ
へ

歯
科
用
貴
金
属
の
随
時
改
定

が
３
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
な
ど

の
告
示
価
格
は
１
ｇ
あ
た
り

３
千
10
円
か
ら
３
千
230
円
に
、

30
ｇ
あ
た
り
で
は
９
万
300
円
か

ら
９
万
６
千
900
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
。

（左から）竹田智雄会長（保団連）、坪田有史会長

会
員
の
意
識
と
実
態
調
査

東
京
歯
科

歯科開業医会員 年間増加数　　　歯科開業医会員 年間増加数　　　
２２年連続年連続トップトップ表彰表彰

協
会
は
、
昨
年
10
月
1
日
か
ら
同
31
日
ま
で
「
会
員
の
意
識
と

実
態
調
査
」
を
実
施
し
、
１
千
658
名
の
会
員
（
27
・
57
％
）
か
ら

回
答
が
得
ら
れ
た
。
全
体
を
「
属
性
」「
診
療
所
の
体
制
」「
診
療

所
の
経
営
」「
歯
科
医
療
の
展
望
」「
診
療
報
酬
・
保
険
請
求
」

「
歯
科
医
師
の
需
給
」「
患
者
ト
ラ
ブ
ル
」「
現
在
の
協
会
活
動
」

「
今
後
の
協
会
活
動
」
の
９
種
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、
計

117
問
に
よ
り
調
査
。
今
号
で
は
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

News　View

生産性向上・職場環境改善を目指す
一診療所当たり18万円を給付へ

協会の要望が反映・実現
歯科薬剤の安定供給を指示

２

教えて！会長!! Vol.91
期中の診療報酬改定

５

２０２４年度会員の意識と実態調査 ３

２０２４年分確定申告のポイント ４

ＡＬＳ患者追う映画『杳かなる』
「これは当事者だけの問題でしょうか…」

保険証 新規発行終了に意見

７

"施設基準のための講習会"ほか…
研究会・行事ご案内

６

都内歯科診療所 厳しい経営明らかに ８

第第５３５３回定期総会 日程のご案内回定期総会 日程のご案内
東京歯科保険医協会

開催日時開催日時

　２０２５２０２５年年６６月月１５１５日(日)日(日)
開催場所開催場所

　TKP市ヶ谷カンファレンスセンターTKP市ヶ谷カンファレンスセンター
　（住所：新宿区市谷八幡町（住所：新宿区市谷八幡町８８番地 ＴＫＰ市ヶ谷ビル）番地 ＴＫＰ市ヶ谷ビル）
◆記念講演には、東京新聞記者の長久保宏美氏が登壇し、◆記念講演には、東京新聞記者の長久保宏美氏が登壇し、
  「マイナ保険証と保険証廃止―担当記者の  「マイナ保険証と保険証廃止―担当記者の２２年間」（仮）を年間」（仮）を
テーマにご講演いただく予定です。テーマにご講演いただく予定です。

※その他、詳細は追ってご案内します。※その他、詳細は追ってご案内します。

　第53回定期総会を下記の通り開催することが決まりまし
たのでお知らせします。詳細は随時、本紙や協会ホームペ
ージでお伝えしますので、ご案内までお待ちください。

「現行の健康保険証を残してくださ
い」請願署名がまだお手元にある方
は、ぜひ協会までご返送ください。
返信用封筒が必要な場合は、協会運
動本部までお問い合わせください。
 ☎03-3205-2999

お手元に残っていませんか？
まもなく国会へ署名提出

（ 1） 第６５９号 ２０２５年（令和７年）２月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
 いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）

歯科衛生実地指導料 口腔機能指導加算 

現行

１０点

改定

１２点
（＋２点）

歯科技工士連携加算１（印象採得） 

現行

５０点

改定

６０点
（＋１０点）

歯科技工士連携加算２（印象採得） 

現行

７０点

改定

８０点
（＋１０点）



（ 2）第６５９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２５年（令和７年）２月１日 （第三種郵便物認可）
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東
京
都
医
療
機
関
等
物
価
高

騰
緊
急
対
策
支
援
金
の
申
し
込

み
が
、
１
月
27
日
で
終
了
し
ま

し
た
。
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は

東
京
都
よ
り
順
次
、
必
要
事
項

が
記
載
さ
れ
た
「
交
付
申
請

書
」
が
電
子
メ
ー
ル
で
届
き
ま

す
（
郵
送
で
申
し
込
ん
だ
場
合

は
郵
便
で
届
く
）。
内
容
を
確

認
の
上
、
２
月
10
日
ま
で
に

jG
rants

、
ま
た
は
書
面
に

よ
り
交
付
申
請
書
を
提
出
し
ま

す
。
締
切
厳
守
で
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

書
面
提
出
す
る
場
合
は
、
押

印
の
上
、
印
鑑
証
明
書
（
個
人

事
業
主
の
場
合
は
印
鑑
登
録
証

明
書
）
を
添
付
し
て
郵
送
し
ま

す
（
２
月
10
日
当
日
消
印
有

効
）。また

、
交
付
決
定
後
に
は
、

必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
「
実

績
報
告
書
」
が
電
子
メ
ー
ル
で

送
付
さ
れ
ま
す
（
郵
送
で
申
し

込
ん
だ
場
合
は
郵
便
で
届

く
）。
こ
ち
ら
も
内
容
を
確
認

し
、 jG

rants

、
ま
た
は
書
面

で
の
提
出
が
必
要
で
す
。
書
面

提
出
の
場
合
は
、
押
印
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
４
月
４

日
当
日
消
印
有
効
）。

ど
ち
ら
も
締
切
期
日
を
過
ぎ

な
い
よ
う
、
十
分
に
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
支
援
金

の
交
付
は
５
月
下
旬
以
降
の
予

定
で
す
。

東
京
都
の
緊
急
対
策
支
援
金

東
京
都
の
緊
急
対
策
支
援
金

交
付
申
請
期
限
は

交
付
申
請
期
限
は
２２
月月
1010
日日

お
忘
れ
な
く
！

訃

報

協
会
元
理
事
の
横
山
靖
弘

（
よ
こ
や
ま
・
や
す
ひ
ろ
）
氏

が
、
２
０
２
５
年
１
月
６
日
、

逝
去
さ
れ
た
。
61
歳
。
63
年
３

月
14
日
生
ま
れ
、
日
本
大
学
歯

学
部
卒
。

通
夜
は
１
月
16
日
、
告
別
式

は
翌
17
日
に
千
葉
県
市
川
市
内

で
執
り
行
わ
れ
た
。

13
年
６
月
協
会
理
事
就

任
。
24
年
６
月
退
任
。
地
域

医
療
部
、
共
済
部
な
ど
を
担

当
し
、
19
年
２
月
か
ら
約
４

年
間
、
地
域
医
療
部
長
を
務

め
た
。

協会の顧問弁護士が回答いたします。

（相続、賃借契約のトラブルなど何でもご相談ください）

※２月の税務相談は、2024 年分確定申告個別相談会開催のためお休みです。

日日 時時：：２月 2０日（木） 午後 2 時～5 時

定定 員員：：３名（相談時間は 1 人 1 時間以内）

場場 所所：：東京歯科保険医協会 会議室

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部）

※予約は、受付順とさせていただきます。

無料相談無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト 

法法律律相相談談 

　
昨
年
12
月
５
日
に
開
催
さ
れ

た
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険

部
会
で
、
２
０
２
４
年
度
補
正

予
算
に
「
医
療
分
野
の
生
産
性

向
上
・
職
場
環
境
改
善
等
に
よ

る
更
な
る
賃
上
げ
等
の
支

援
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

▼
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

　

届
出
が
条
件

こ
れ
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
届
出
を
し
て
い
る
一
歯

科
医
療
機
関
あ
た
り
経
費
相
当

分
の
給
付
金
と
し
て
18
万
円
を

支
給
す
る
も
の
だ
。
具
体
的
な

申
請
方
法
や
申
請
期
限
は
、
今

後
示
さ
れ
る
予
定
。
詳
細
が
わ

か
り
次
第
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク

メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
知
ら

せ
る
。

な
お
、
本
年
１
月
か
ら
、
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ⅰ
）
専

用
届
出
様
式
が
簡
素
化
さ
れ
て

い
る
。
概
要
は
以
下
の
通
り
。

【
対
象
施
設
】

・
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
設

備
導
入
等
の
取
り
組
み
を
進

め
る
医
療
機
関
等
（
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
届
出
医
療
機

関
に
限
る
）

【
交
付
額
】

・
18
万
円
／
施
設

【
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
り

  

組
み
の
イ
メ
ー
ジ
】

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
に
よ
る

業
務
の
効
率
化

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
離
床
セ

ン
サ
ー
、
イ
ン
カ
ム
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
設
備
等
の
導
入
↓
職　

員
間
の
情
報
伝
達
の
効
率
化

（
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
）

・
床
ふ
き
ロ
ボ
ッ
ト
、
監
視
カ

メ
ラ
等
の
導
入
↓
清
掃
業

務
、
院
内
監
視
業
務
等
の
効

率
化

・
タ
ス
ク
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
に

よ
る
業
務
の
効
率
化

・
医
師
事
務
作
業
補
助
者
・
看

護
補
助
者
の
配
置
↓
医
師
・

看
護
師
の
業
務
効
率
化
（
診

断
書
作
成
、
病
室
内
の
環
境　

整
備
や
看
護
用
品
の
整
理
等
）

※
新
た
に
配
置
す
る
際
に
必
要

な
経
費
の
他
、
既
に
雇
用
し　

て
い
る
職
員
の
人
件
費
に
充　

て
る
こ
と
が
可
能

【
施
策
の
ス
キ
ー
ム
な
ど
】

Ⅰ　
医
療
機
関
は
都
道
府
県
に

　
交
付
申
請
し
、
都
道
府
県
は

　
国
に
所
要
額
を
交
付
申
請

Ⅱ　
国
は
都
道
府
県
を
通
じ
て

　
医
療
機
関
に
所
要
額
を
交
付

　
決
定
し
、
都
道
府
県
が
医
療

　
機
関
に
交
付

Ⅲ　
医
療
機
関
は
速
や
か
に
都

　
道
府
県
に
実
績
報
告

Ⅳ　
都
道
府
県
が
国
に
実
績
報

　
告
を
行
い
、
国
は
交
付
額
を

　
確
定
し
て
都
道
府
県
に
通
知

一診療所当たり18万円を給付へ

生産性向上・職場環境改善を目指す生産性向上・職場環境改善を目指す

厚
生
労
働
省
は
１
月
６
日
、

医
政
局
医
薬
産
業
振
興
・
医
療

情
報
企
画
課
か
ら
の
事
務
連
絡

「
歯
科
診
療
所
等
へ
の
医
療
用

医
薬
品
の
安
定
供
給
に
つ
い
て

（
協
力
依
頼
）」
を
関
係
機
関

宛
に
通
知
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
ポ
ン
ゼ
ル
の
限

定
出
荷
が
長
期
に
渡
り
代
替
品

と
の
価
格
差
が
大
き
い
こ
と
、

お
よ
び
麻
酔
剤
や
抗
菌
薬
、
解

熱
鎮
痛
剤
な
ど
が
入
手
困
難
な

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０

２
４
年
９
月
に
協
会
が
厚
労
省

に
改
善
を
要
望
し
た
。
そ
の
際

に
、「
医
薬
品
の
安
定
的
な
供

給
に
つ
い
て
は
、
医
薬
産
業
振

興
・
医
療
情
報
企
画
課
に
も
情

報
共
有
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
」
と
の
回
答
を
受
け
て

い
た
。
そ
の
後
、
千
葉
県
保
険

医
協
会
と
全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
も
改
善
を
要
求
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
今
回
の
事
務
連
絡

が
通
知
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
は
、
歯
科
診
療
所

で
は
、「
歯
科
治
療
に
用
い
る

医
療
用
医
薬
品
の
内
、
特
に
解

熱
鎮
痛
剤
、
抗
菌
薬
、
麻
酔
剤

（
以
下
、
解
熱
鎮
痛
剤
等
）
の

入
手
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て

お
り
」
と
現
状
分
析
し
、
さ
ら

に
「
医
療
機
関
や
薬
局
と
比
較

し
て
、
歯
科
診
療
所
の
購
入
が

少
量
で
あ
る
こ
と
や
購
入
実
績

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
限
定
出

荷
や
出
荷
調
整
の
影
響
を
受
け

や
す
い
」
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
示
し
た
。

ま
た
、
解
熱
鎮
痛
剤
を
含
む

医
療
上
必
要
不
可
欠
な
安
定
確

保
医
薬
品
な
ど
に
対
し
て
は
、

供
給
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

増
産
に
必
要
な
施
設
整
備
費
な

ど
へ
緊
急
的
な
補
助
を
行
う
と

い
っ
た
対
応
を
す
る
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
状
況
の
改
善
に

は
、
ま
だ
時
間
を
要
す
る
見
込

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歯
科
用

医
薬
品
卸
売
販
売
業
者
や
歯
科

診
療
所
に
も
適
切
な
量
の
供
給

に
協
力
を
求
め
て
い
る
。

今
回
の
通
知
に
よ
り
、
今

後
、
歯
科
薬
剤
の
安
定
供
給
が

確
実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
期
待

し
た
い
。

協
会
は
引
き
続
き
、
状
況
を

注
視
し
、
対
処
し
て
い
く
。

  厚生労働省が通知

協会の要望が反映 ・実現

歯科薬剤の安定供給を指示歯科薬剤の安定供給を指示

重
要
懸
案

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
猶
予
届
出
を
巡
り

厚
労
省
が
再
提
出
方
法
示
す

厚
労
省
が
再
提
出
方
法
示
す

　
会
員
か
ら
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
猶
予
届

出
が
不
受
理
と
な
っ
た
」
と
の
問
い
合
わ
せ

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
全
国
の
保
険
医

協
会
・
医
会
か
ら
も
同
様
の
状
況
が
報
告
さ

れ
て
い
る
た
め
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
は
昨
年
12
月
26
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
猶
予
届
出
の
再
提
出
に
関
す
る
厚
生

労
働
省
要
請
を
実
施
し
た
。
以
下
に
、
届
出

の
再
提
出
の
方
法
な
ど
を
紹
介
す
る
の
で
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
厚
労
省
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
体
制
整
備
の
機
会
に
乗

じ
て
、
医
療
機
関
の
請
求
方
法

を
「
２
０
２
４
年
９
月
末
ま
で

に
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
移

行
」
と
し
、
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど

（
以
下
、
電
子
媒
体
）
で
請
求

す
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
は

「
猶
予
届
出
書
兼
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
へ
の
移
行
計
画
書
（
以

下
、
猶
予
届
出
書
）」
の
提
出

が
必
要
と
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
電
子
媒
体
で
の

請
求
を
続
け
る
た
め
の
猶
予
届

出
書
を
提
出
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に

移
行
で
き
な
い
理
由
」
に
該
当

し
な
い
と
し
て
、
支
払
基
金
か

ら
電
話
が
あ
り
、
返
戻
さ
れ
る

事
案
が
東
京
を
含
む
全
国
で
確

認
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
保
団
連
が
電
子
媒

体
で
請
求
す
る
医
療
機
関
か
ら

の
猶
予
届
出
書
の
再
提
出
要
請

を
撤
回
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め

て
、
改
め
て
厚
労
省
要
請
を
実

施
し
た
形
だ
。

　
そ
の
結
果
、「
移
行
で
き
な

い
理
由
」
を
記
載
す
る
際
は
、

そ
の
具
体
的
な
理
由
を
付
け
加

え
て
記
載
す
る
こ
と
が
付
記
さ

れ
た
。
例
え
ば
、「
患
者
減
少

の
た
め
、
今
後
の
費
用
負
担
な

ど
経
営
上
の
理
由
で
導
入
困

難
」
や
「
高
齢
の
た
め
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
上
の
不
安
か
ら
導
入
困

難
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「
レ
セ
プ
ト
枚
数
が
極
端
に
少

な
い
」
や
「
１
年
後
に
廃
院
を

検
討
中
」「
高
齢
の
た
め
一
人

で
対
応
し
て
い
る
」
な
ど
、
さ

ら
に
具
体
的
な
理
由
が
あ
る
場

合
は
「
備
考
欄
」
に
記
入
す

る
。

　
ま
た
、
猶
予
届
出
書
の
更
新

期
日
は
２
０
２
５
年
９
月
末
ま

で
あ
る
。
様
式
に
は
、
移
行
の

目
安
時
期
の
記
載
が
必
要
と
な

る
。
移
行
計
画
は
「
イ
．
来
年

＊
３
月
末
ま
で
の
時
期
」
ま
た

は
、「
ウ
．
来
年
＊
９
月
末
ま

で
の
時
期
」
の
ど
ち
ら
か
を
選

択
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
残
り

の
期
間
を
鑑
み
る
と
、「
ウ
」

の
選
択
が
現
実
的
で
あ
る
（
＊

猶
予
届
出
書
は
２
０
２
４
年
内

に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
た

め
、「
来
年
＝
２
０
２
５
年
」

を
指
す
）。

　
猶
予
届
出
書
が
返
戻
さ
れ
て

い
る
、
ま
た
は
再
提
出
し
た
も

の
の
、
さ
ら
に
返
戻
さ
れ
た
場

合
は
、
協
会
ま
で
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

▼
１
年
ご
と
の
更
新
制

　
な
お
、
猶
予
届
出
は
１
年
ご

と
の
更
新
制
で
あ
る
。
猶
予
届

出
書
の
移
行
計
画
時
期
ま
で
に

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
体
制
の
整
備
が
で
き

な
い
と
し
て
も
、
責
任
を
問
わ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
移
行
計

画
で
選
択
し
た
猶
予
期
日
ま
で

に
改
め
て
届
出
す
る
こ
と
で
更

新
が
可
能
と
な
る
。

（
１
面
か
ら
続
く
）
第
２
回
代

議
員
会
で
は
、
全
国
の
協
会
・

医
会
か
ら
代
議
員
や
事
務
局
ら

が
参
加
し
、
当
協
会
か
ら
は
坪

田
有
史
会
長
の
ほ
か
、
加
藤

開
、
早
坂
美
都
、
本
橋
昌
宏
の

各
副
会
長
が
代
議
員
と
し
て
出

席
し
た
。
議
事
で
は
、
会
務
報

告
、
２
０
２
５
年
度
予
算
、
決

議
な
ど
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。
討
論
で
は
、
全
国
か
ら
発

言
通
告
155
本
が
寄
せ
ら
れ
、
当

協
会
は
７
本
を
発
言
し
た
。
健

康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
取

り
組
み
と
し
て
、
機
関
紙
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
媒
体

を
通
じ
、
会
員
や
患
者
、
メ
デ

ィ
ア
に
情
報
を
発
信
し
、
運
動

の
展
開
を
目
指
す
と
と
も
に
、

資
格
確
認
書
を
申
請
不
要
で
継

続
的
に
発
行
し
て
い
く
こ
と
を

求
め
る
な
ど
の
運
動
方
針
を
提

起
し
た
。
そ
の
上
で
坪
田
代
議

員
は
、
資
格
確
認
の
方
法
が
複

雑
化
し
、
対
応
に
困
惑
す
る
医

療
機
関
が
多
い
こ
と
か
ら
「
こ

れ
か
ら
の
窓
口
対
応
き
ほ
ん

保
団
連

保
団
連
2424
～～
2525
年
度
第

年
度
第
２２
回
代
議
員
会

回
代
議
員
会

　
　

協
会
の「
会
員
の
意
識
と
実
態
調
査
」を
推
奨

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
当
協
会
作

成
／
Ｑ
Ｒ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
紹
介
し
、
全
国
で
の
活

用
を
推
奨
。
ま
た
、
会
員
が
協

力
し
た
「
会
員
の
意
識
と
実
態

調
査
」
の
結
果
を
紹
介
し
、
会

員
が
直
面
す
る
課
題
を
把
握
し

た
上
で
、
医
療
政
策
の
改
善
を

求
め
て
い
く
と
し
た
。
さ
ら
に

厚
生
労
働
省
や
地
方
厚
生（
支
）

局
に
対
し
、
複
雑
で
多
岐
に
わ

た
る
改
定
内
容
や
施
設
基
準
の

再
編
な
ど
に
よ
り
、
混
乱
す
る

医
療
機
関
に
対
す
る
改
定
情
報

の
周
知
徹
底
、
相
談
体
制
の
充

実
な
ど
を
を
求
め
る
こ
と
を
強

調
し
た
。

　
口
頭
発
言
で
は
今
年
、
広
島

と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て

か
ら
80
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る

中
、
核
兵
器
使
用
の
危
機
感
が

高
ま
っ
て
い
る
世
界
情
勢
を
踏

ま
え
、
保
団
連
に
非
核
平
和
の

運
動
の
強
化
を
訴
え
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
フ
ロ
ア
発
言
で

は
早
坂
代
議
員
が
現
状
の
組
織

体
制
に
つ
い
て
、
保
団
連
代
議

員
や
各
協
会
の
女
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会員の意識と実態調査会員の意識と実態調査
２０２４年度

（１）調査対象　東京歯科保険医協会会員（賛助会員除く）6,014人
 ※2024年9月30日時点
（２）調査地区　東京23区・26市・５町・８村の計62地区
（３）調査方法　調査方法は郵送で調査票を配布し、郵送による返信
（４）調査期間　2024年10月１日～ 10月31日

実施方法

目的
実態調査は５年に一度、会員の経営実態の把握と意識を明らかにし、
協会活動の基礎資料とすることを目的として協会が実施。

無回答
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図２ 子どもを将来、歯科医師にしようと思うか

9.5％

22.9％

19.1％20.1％
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10.9％
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実施方法
有効回答数　1,658件　回収率　27.57％　　
※前回調査（2019年７～８月） 有効回答数1,002件 回収率17.3％

１　年代

今回の回答者を年代別に見ると、2019年と比較して「30歳代」
（5.4%）は3.3ポイント、「40歳代」（20.2%）は10.7ポイント、「50
歳代」（30.7%）は1.2ポイント減少した。その一方で、「60歳代」
（30.8%）は9.1ポイント、「70歳代以上」（12.4％）は6.7ポイント
増加した。

２　ユニット台数と地域差
ユニットの台数（図１）は、「４台」「５台」「６台以上」を合わせ
ると、23.1％（09年）、24.7％（14年）、29.2％（19年）、31.9％（24
年）と、調査の度に増加している。「６台以上」と回答している人
の地域を調べると「多摩地区」（13.1％）、「城東地区」（10.2％）、
「城北地区」（9.7％）が多かった。
また、常勤歯科医師数を見ると、「５人以上」と回答した割合が
「多摩地区」（7.9％）、「城東地区」（7.4％）、「城北地区」（5.6％）
で多く、１カ月あたりの総点数についても「50万点以上」との回答
した割合が「多摩地区」（21.7％）、「城東地区」（15.6％）、「城北地
区」（19.0％）で高くなっていた。

３　展望、子どもの将来

歯科医療の将来展望については、19年より「明るい」（26.8％）は
9.4ポイント増加したが、同様に「暗い」（46.7％）も7.8ポイント増
加した。なお、「明るい」という回答は、09年から調査を行うごと
に増加している。
また、子どもを将来歯科医師にしようと思うかについて（図２）
は、「思う」（9.5％）よりも「思わない」（22.9％）が多かった。
さらに、年代別で見ると、子どもを歯科医師にしたいと「思う」
と回答したのは40歳代（15.5％）が最も多く、60歳代（4.7％）が
最も少なかった。

４　診療報酬改定の評価
診療報酬改定の評価（図３）は、19年と比較して満足していると
の回答（「大いに満足」「満足」の合計）は7.1ポイント減少した。
同じく不満との回答（「大いに不満」「不満」の合計）も23.6ポイン
ト減少した。
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図１ 診療所のユニット台数について
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注）数値については小数点第２位以下を非表示にしており、合計し
ても100％にならない場合があります。

５　歯周病安定期治療（SPT）
歯周病安定期治療（SPT）を算定しているか否かについて（図
５）は、19年と比べて「全レセプト枚数の1～50％未満」（50.0％）
は17.4ポイント、「SPTが何か分からない」（2.1％）は0.6ポイント
増加した。一方で、「算定していない」（42.3%）は18.6ポイント減
少した。
特に「算定していない」（42.3％）は14年以降で最も少なく、算定
しているとの回答（「1～ 50％未満」「50％以上」の合計）は14年以
降では最も多かった。算定要件の緩和などにより、算定する医療機
関が増加していることが明らかになった。
また、年代別に見ると、50歳代・60歳代・70歳以上は「算定して
いない」との回答が多い。20歳代・30歳代・40歳代はSPTの算定
が多かった。

満足しているとの回答（3.5％）は09年以降では今回が最も少な
い。一方で「どちらでもない」（41.5％）は09年以降では最も多く、
診療報酬改定が複雑で難解な内容であったことにより、評価できな
いとの回答が多くなったと考えられる。
年代別（図４）で見ると、診療報酬改定の評価について20～30歳
代を中心に「どちらでもない」という回答が多くを占めているが、
全年代で評価について「大いに満足」「満足」はわずかで、それよ
りも「大いに不満」「不満」の割合が多かった。
また、不満と回答した理由を年代別に見ると、「算定しても割に
合わない」「内容が複雑すぎる」「収入が増える気がしない」が理由
の上位に挙がっており、特に「内容が複雑すぎる」は全年代で高い
数値を示した。

図４ 診療報酬改定の評価（年代別）
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2024年分確定申告個別相談会
　協会では毎年２月の第３木曜日に協会顧問税理士による確定申告個別
相談会を開催しています。「確定申告の提出前に、最終確認をしてもらい
たい」「会計処理で、不明点がある」「措置法26条を活用したい」「賃上
げ促進税制を活用したい」など、確定申告に関するご相談を、顧問税理
士が１対１で対応します。お気軽にご予約ください。
日　時　２月20日（木） 午後１時～５時のうち１時間（先着順）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル ６Ｆ）
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分、
　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅（５番出口）」より徒歩４分
講　師　協会顧問税理士
定　員　８名（各回２名×４枠）
参加費　２,０００円
予　約　参加をご希望の方は、お電話にてお問い合わせください。　
担　当　経営管理部（☎ 03―3205―2999)

保険医の経営と税務 保険医の経営と税務 ２０２５２０２５年版年版書籍

　減価償却には特例があり、一定の要件を満　減価償却には特例があり、一定の要件を満
たすと適用できます。今回は、「一括償却資たすと適用できます。今回は、「一括償却資
産」「少額減価償却資産」「中小企業投資促進産」「少額減価償却資産」「中小企業投資促進
税制」をご紹介します。その内容と活用をす税制」をご紹介します。その内容と活用をす
る上での注意点について解説します。る上での注意点について解説します。

　減価償却とは、取得価額が10万円以上かつ耐用
年数が１年以上の固定資産を減価償却資産として
経理処理を行い、定められた期間で必要経費とし
て配分することをいいます。固定資産を取得した
場合、取得価額によっては通常と異なる特殊な経
理処理をすることが認められています。どの経理
処理を選択するかによって税額に影響が出るた
め、それぞれの経理処理の特徴を理解することが
必要です（※本Q&Aでは消費税については税込
経理を前提とします）。

一括償却資産一括償却資産
　取得価額が消費税込み10万円以上20万円未満の
減価償却資産は、その取得価額または、複数の減
価償却資産がある時は、その合計額の３分の１の
金額を必要経費にすることができます。この経理
処理は、青色申告者や白色申告者を問わずに適用
できます。なお、一括償却資産として処理すると
地方税である償却資産税は課税されません。

＜一括償却資産の計算例＞
【例】10月15日に180,000円（消費税込）のパソ
コンを１台購入したので一括償却資産として経理
処理した。
➡180,000円 ×１/３ = 60,000円

利用していますか？減価償却の特例
～開業医のための“確定申告”の基本～

経営・税務相談Ｑ＆Ａ　No.425

【仕訳例】
取引日 借方 金額｠ 貸方 金額

X1年10月15日 一括償却資産 180,000 普通預金 180,000
X1年12月31日 減価償却費 60,000 一括償却資産 60,000
X2年12月31日 減価償却費 60,000 一括償却資産 60,000
X3年12月31日 減価償却費 60,000 一括償却資産 60,000

少額減価償却資産少額減価償却資産
　青色申告の特例です。2026年３月31日までの間
に取得したもので、その取得価額が30万円未満(
消費税込)であり、少額減価償却資産の取得価額
の合計額が300万円（消費税込）に達するまで
は、その業務の用に供した年分の必要経費に算入
することができます。

＜少額減価償却資産の計算例＞
【例】10月15日に220,000円（消費税込）のパソコンを
15台購入し、少額減価償却資産として経理処理し
た。なお、上限を超える分は固定資産として処理し
ている。耐用年数は４年、定額法で減価償却を行う。
➡220,000円×13台=2,860,000円（少額減価償却
資産※確定申告書に「措法28条の２」と記載）
220,000円×２台=440,000円（備品）
440,000円×0.25×３/12カ月＝27,500円（当年の
減価償却費）
年間300万円の限度額を超えてしまうため、13台
分しか少額減価償却資産として経理処理できませ
ん。上限を超えてしまった残りの２台は、通常の
固定資産として減価償却を行います。

会員は会員は１１冊冊無料!無料!
２０２５２０２５年度最新の年度最新の
　　　　税務対応版を発行!税務対応版を発行!
確定申告はもちろん、日々悩みがちな会計処理、
スタッフの税務、開院・承継・閉院の手続きなど、
医院経営に関わる要点が１冊にまとまっています。
書籍をご希望の方は、QRを読み込み、必要事項
とアンケートをご入力のうえ、お申込みください。
※会員に１冊無料でお送りします。 ２冊目以降は、 有料　

　　( １冊1,500円)での販売となります。

※書籍の発送は、 お申し込み後１週間程度です。 予め　

　　ご了承ください。

申し込みフォーム

https:／／www.tokyo-sk.com／

【仕訳例】
取引日 ｠借方 金額 貸方 金額

X1年10月15日 固定資産
（備品）

2,860,000 普通預金 2,860,000

X1年10月15日 減価償却費 2,860,000 固定資産
（備品）

2,860,000

X1年10月15日 固定資産
（備品）

440,000 普通預金 440,000

X2年12月31日 減価償却費 27,500 固定資産
（備品）

27,500

中小企業投資促進税制中小企業投資促進税制
　中小企業投資促進税制とは、中小企業者など
の生産性を向上させるために、積極的な設備投
資を行うための制度です。青色申告者で2025年
３月31日までの期間内に、特定の機器などを取
得した場合には、取得価額の30％の特別償却と
取得価額の７％の特別控除(20％が上限、限度超
過額は１年繰越可)との選択適用を行うことがで
きます。歯科医療機関では、電子カルテソフト
や給与ソフトなど、一定のソフトウエアが利用
できます。１つのソフトウエアの取得価額70万
円以上、またはその年におけるソフトウエアの
取得価額の合計70万円以上で活用できる制度で
す。
　なお、この制度を適用するためには、確定申
告書などにその明細書を添付しなければなりま
せん。

(１) 定額減税

24年分の所得税については、その年分の合計所得金額が1,805万円以下の場
合、確定申告の際に所得税の額から定額減税額が控除されます。控除額は次
の金額の合計額です。
・本人分３万円
・同一生計配偶者または扶養親族一人につき３万円
　確定申告書第一表「令和６年分特別税額控除」欄に人数と定額減税額の金額
を記入の上、配偶者や扶養親族について定額減税を適用する場合には、第二表
「配偶者や親族に関する事項」の「その他」欄に「２」と記入してください。

(２) 電子帳簿保存法

　領収書・請求書などをメールやEDI（電子データ交換／Electronic Data 
Interchange）、クラウドなどの電子データで受領した場合には、「電子取引」
に該当し、24年１月１日以降、そのデータを電子保存することが必要となりま
した（紙に出力しての保存は不可）。なお、「電子帳簿」「スキャナ保存」につい
ては、これまで通り書面での保存が原則で、電子保存については任意です。

(３) 申告書控えの収受印押なつ廃止

　25年１月１日以降、税務署に確定申告書などを書面により提出した場合に
は、申告書の控えに収受日付印の押なつが行われないこととなりました。郵
送により申告書を提出する際は、提出用のみを送付し、控えについてはご自
身で提出年月日の記録・管理をしてください。

(４) 少額減価償却資産の必要経費算入制度の延長

　青色申告書を提出している事業者は、購入金額が１台につき30万円未満の資
産を取得した場合、全額が必要経費となる制度（年間合計300万円まで）の
適用期限が２年間延長され、26年３月31日まで適用されることとなりました。

(５) 国等から助成金等が支給された場合の取扱い

① 非課税となるもの
・２０２４年度新たに住民
税非課税世帯等となる
世帯への給付金
・定額減税しきれないと
見込まれる方への給付
金（調整給付）

② 事業所得の雑収入となるもの（消費税は対象外）
・新型コロナウイルス感染症特別利子補給制度に関
する利子補給金
・東京都医療機関等物価高騰緊急対策支援金等、自
治体による物価高騰対策補助金等
・マイナ保険証の利用人数の増加量に応じた一時金
・オンライン資格確認等の導入に必要となる資格確
認端末の購入等に係る補助金

※収入計上時期は支給決定時です。ただし、経費を補填するために交付を受ける助成
金などについては、その支出が発生した年分の収入とされます。また、補助金等
により固定資産を取得した場合には、国庫補助金等の総収入金額不算入制度（いわ
ゆる圧縮記帳）を適用することにより課税の繰り延べをすることができます。

(６) その他の留意点

① 金属売却収入
　歯科金属や金歯・撤去冠などの歯科スクラップを金属業者へ売却した場
合、忘れないよう雑収入に計上してください。

② 賃上げ税制
青色申告書を提出している事業者が一定の条件を満たした上で、前年より
給与などの支給額を1.5％以上増加させた場合、給与など増加額の15％から最
大40％を所得税額から控除することができます。ただし、税額控除額は、所得
税額の20％が上限となります。

③ 103万円の壁について
　25年から、いわゆる103万円の壁が123万円となり、課税最低限が引き上
げられる予定です。なお、25年１月からの給与所得の源泉徴収税額表の変更
はなく、年末調整で所定の調整が行われる見込みです。

なお、協会では、「定額減税 押さえておきた
い確定申告のポイント～そして賃上げ促進税
制～」をテーマとして開催した経営管理研究会
（昨年11月28日開催）をオンデマンド配信して
います。デンタルブックの協会制作動画コーナ
ーよりぜひご覧ください。

デンタルブック
ログインはこちら

▶

2024年分確定申告のポイント
税理士法人税制経営研究所

２月17日から２０２４年分所得税確定申告の受付が始まります。今回の申告で

注意すべき所得税改正点および留意点のうち、主なものは次の通りです（詳細は

下記で案内している「保険医の経営と税務（２０２５年版）」をご参照ください）。

▶▶▶
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昨
年
12
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

総
会
に
お
い
て
、「
中
間
年
改
定

の
年
に
行
う
期
中
の
診
療
報
酬

改
定
に
つ
い
て
」が
議
題
と
し

て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
の

一
つ
に
「
歯
科
衛
生
士
や
歯
科

技
工
士
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
、
手

間
へ
の
評
価
の
見
直
し
」が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た（
１
面
参

照
）。新
規
技
術
や
材
料
が
、
年

に
４
回
あ
る
期
中
の
タ
イ
ミ
ン

グ
（
３
・
６
・
９
・
12
月
）
で

保
険
適
用
さ
れ
た
こ
と（
い
わ

ゆ
る「
期
中
収
載
」）
は
、
過
去

に
何
度
も
経
験
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
、歯
科
で
「
期
中
改

定
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
は
驚

き
ま
し
た
。今
ま
で
は
１
９
８

９
年
に
消
費
税（
３
％
）の
導
入

に
伴
う
改
定
を
は
じ
め
、５
％

に
増
税
さ
れ
た
97
年
、10
％
に

増
税
さ
れ
た
19
年
、そ
し
て
健

康
保
険
法
等
改
正
に
伴
う
94
年

に
「
期
中
改
定
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。当
然
で
す
が
、財
源
が

な
け
れ
ば「
期
中
改
定
」は
不
可

能
で
す
か
ら
、何
ら
か
の
理
由

で
財
源
の
確
保
が
で
き
た
と
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.9191

期
中
の
診
療
報
酬
改
定

期
中
に
診
療
報
酬
改
定
が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

歯
科
衛
生
実
地
指
導
料
（
実

地
指
）
の
口
腔
機
能
指
導
加
算

（
口
指
導
）
が
10
点
か
ら
２
点

増
点
の
12
点
、
歯
科
技
工
士
連

携
加
算
１
（
歯
技
連
１
）
が
50

点
か
ら
10
点
増
点
の
60
点
、
歯

期
中
改
定
の
中
身
は
？

【
確
定
申
告
に
向
け
た
注
意
点
】
共
済
制
度
の
課
税
関
係
は
、
左

記
の
通
り
で
す
。
各
共
済
制
度
で
生
命
保
険
料
控
除
の
適
用
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
点
な
ど
は
協
会
共
済

部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ⅰ
．
保
険
医
年
金

▼
掛
金　
旧
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
ま
た
、
個
人
年
金

保
険
料
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
解
約
一
時
金

掛
金
負
担
者
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
利
息
相
当

分
が
「
一
時
所
得
」
と
な
り
ま
す
。
利
息
相
当
分
と
、
そ
の
年
の

他
の
一
時
所
得
の
対
象
を
合
算
し
た
合
計
が
50
万
円
以
内
の
場
合

は
非
課
税
で
す
が
、
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
50
万
円
を
差
し
引

い
た
残
り
の
２
分
の
１
の
金
額
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
年
金
受
給

１
年
間
に
受
給
し
た
年
金
額
の
う
ち
利
息
に
相
当

す
る
金
額
が
「
雑
所
得
」
と
な
り
、
他
の
所
得
と
合
算
で
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。
保
険
医
年
金
だ
け
の
雑
所
得
が
年
間
25
万
円
を

超
え
る
場
合
は
10
％
の
源
泉
徴
収
さ
れ
た
金
額
で
入
金
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
昨
年
11
月
の
お
支
払
い
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
．
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険

▼
拠
出
金　
税
法
上
の
生
命
保
険
契
約
に
は
当
た
ら
な
い
た

め
、
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
外
で
す
。

▼
給
付
金　
傷
病
休
業
給
付
金
、
入
院
給
付
金
、
長
期
療
養
給
付

金
、
高
度
障
害
給
付
金
（
高
度
障
害
時
の
脱
退
給
付
金
含
む
）

は
、
加
入
者
本
人
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
所
得
税
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。
弔
慰
給
付
金
（
死
亡
時
の
脱
退
給
付
金
含
む
）、
脱

退
給
付
金
は
、
一
時
所
得
と
な
り
ま
す
。

※
弔
慰
給
付
金
は
所
定
の
受
取
人
の
一
時
所
得
で
す
。

Ⅲ
．
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

▼
掛
金　
新
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

Ⅳ
．
第
２
休
業
保
障
制
度
（
団
体
所
得
保
障
）

▼
掛
金　
新
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

▼
給
付
金　
所
得
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
】
保
険
医
年
金
は
昨
年
10

月
下
旬
に
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
第
２
休
業
保
障
制
度
は

昨
年
10
月
初
旬
に
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
生
命

保
険
は
昨
年
11
月
下
旬
に
ご
希
望
さ
れ
た
ご
加
入
者
に
郵
送
し
ま

し
た
。
新
た
に
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要
な
方
は
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
保
険
医
年
金
初
回
掛
金
未
納
の
方
へ
】
昨
年
秋
に
保
険
医
年
金

に
新
規
加
入
・
増
口
を
さ
れ
た
方
で
、
昨
年
12
月
25
日
の
初
回
引

落
し
が
で
き
て
い
な
い
先
生
は
、
至
急
、
お
振
り
込
み
く
だ
さ

い
。
入
金
が
な
い
場
合
は
、
加
入
不
成
立
と
な
り
ま
す
。

※
新
規
加
入
・
増
口
の
加
入
者
証
発
送
は
２
月
上
旬
予
定
で
す
。

◆
第
14
回
理
事
会
◆

　
１
月
９
日
㈭
、
午
後
７
時
00

分
〜
８
時
45
分
。
会
長
、
副
会

長
４
名
、
理
事
15
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
11
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
昨
年
11
月
28

日
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
不
存
在
確
認
等
請
求
訴

訟
」
の
判
決
が
下
さ
れ
、
原
告

の
訴
え
が
〝
棄
却
〞
さ
れ
た

が
、
判
決
を
不
服
と
し
て
東
京

高
裁
へ
控
訴
状
が
提
出
さ
れ
た

こ
と
の
報
告
を
確
認
。
12
月
25

日
の
中
医
協
総
会
で
、
２
０
２

５
年
度
に
期
中
の
診
療
報
酬
改

定
と
し
て
、
歯
科
衛
生
士
や
歯

科
技
工
士
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・

手
間
へ
の
評
価
の
見
直
し
な
ど

３
項
目
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
の

報
告
を
確
認
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】　「
会
員
の
意
識
と
実
態
調

査
」
の
ま
と
め
の
報
告
、
歯
科

医
療
費
の
総
枠
拡
大
に
向
け
た

「
歯
科
署
名
」
な
ど
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
提
案
を
確

認
。
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
猶
予
の

届
出
が
返
却
さ
れ
た
こ
と
に
関

し
て
、
保
団
連
が
行
っ
た
厚
労

省
要
請
の
報
告
を
確
認
し
、
問

い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
会
員
に
周

知
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
１
月

26
日
開
催
予
定
の
保
団
連
第
２

回
代
議
員
会
に
発
言
通
告
を
７

題
提
出
し
た
こ
と
の
報
告
を
確

認
。「
石
川
県
創
造
的
復
興
プ

ラ
ン
」
検
討
会
議
・
提
言
へ
の

団
体
賛
同
、
お
よ
び
能
登
半
島

地
震
・
豪
雨
に
伴
う
被
災
者
へ

の
医
療
費
窓
口
一
部
負
担
金
免

除
延
長
な
ど
に
関
す
る
緊
急
要

請
を
関
係
大
臣
宛
に
送
付
す
る

こ
と
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
２
月
１

日
号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
１
月
１
日

付
け
会
員
数
６
千
37
名
（
入
会

14
名
、
退
会
13
名
）。

２０２４年度
第14回
理事会

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
５
年
１
月

  9　木　第14回理事会
14　火　第 8回共済部会
16　木　会員無料相談デー（税務）、

休保審査会（医科）
17　金　第 5回メディア懇談会
20　月　第 7回政策委員会
21　火　第 7 回社保・学術部会
23　木　会員無料相談デー（法律）

24　金　第 1回就業規則改定委員会
25　土　休保審査会（全国）
29　水　第 8回組織部会、第 1回 ｢保

険でよい歯を｣ 東京連絡会世
話人会

30　木　第 5回施設基準のための講習
会（口管強の追加研修） 

口
指
導
は
、
口
腔
機
能
発
達

不
全
症
、
ま
た
は
口
腔
機
能
低

下
症
と
診
断
し
た
患
者
に
対
し

て
、
歯
科
医
師
の
指
示
を
受
け

た
歯
科
衛
生
士
が
実
地
指
（
月

１
回
80
点
）
と
あ
わ
せ
て
口
腔

口
腔
機
能
指
導
加
算
と

は
？

機
能
に
関
す
る
指
導
を
行
っ
た

場
合
に
加
算
し
ま
す
。
口
腔
機

能
発
達
不
全
症
の
患
者
に
は
正

常
な
口
腔
機
能
の
獲
得
を
目
的

と
し
た
実
地
指
導
を
、
口
腔
機

能
低
下
症
の
患
者
に
は
口
腔
機

能
の
回
復
、
ま
た
は
維
持
・
向

上
を
目
的
と
し
た
実
地
指
導
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
歯
科
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
料
３
（
歯
リ
ハ
３
：

月
２
回
１
口
腔
に
つ
き
50
点
）

を
算
定
し
た
同
日
に
は
、
そ
の

指
導
内
容
が
歯
リ
ハ
３
で
行
っ

た
指
導
や
訓
練
と
重
複
し
た
場

合
は
、
口
指
導
は
算
定
で
き
な

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
歯
リ
ハ
３
と
口
指

導
で
行
っ
た
指
導
内
容
は
カ
ル

テ
記
載
が
必
要
で
す
（
保
団
連

発
行
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究

２
０
２
４
年
６
月
版
」
32
〜

33
、
120
ペ
ー
ジ
参
照
）。

歯技連１・２
共通

保険医療機関内に歯科技工士を配置していることまたは
他の歯科技工所との連携が図られていること。

歯技連２のみ

保険医療機関内の歯科技工士または他の歯科技工所との
情報通信機器を用いた連携にあたって、厚生労働省「医
療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に準
拠した体制であること。

表　歯科技工士連携加算１および２の施設基準

歯
科
技
工
士
連
携
加
算

１
、
２
と
は
？

歯
科
技
工
士
連
携
加
算
（
歯

技
連
１
）
を
算
定
す
る
に
は
、

施
設
基
準
（
表
）
を
満
た
し
、

地
方
厚
生
局
長
へ
届
出
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
歯
技
連
１

・
レ
ジ
ン
前
装
金
属
冠
、
レ
ジ

ン
前
装
チ
タ
ン
冠
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
製
作
に
お
い

て
、
前
歯
の
印
象
採
得
時

に
、
歯
科
医
師
と
歯
科
技
工

士
が
と
も
に
対
面
で
色
調
採

得
お
よ
び
口
腔
内
の
確
認
な

ど
を
行
っ
た
場
合
に
、
印
象

採
得
料
に
加
算
し
ま
す
。

・
６
歯
以
上
の
ブ
リ
ッ
ジ
の
咬

合
採
得
時
に
、
歯
科
医
師
と

歯
科
技
工
士
が
と
も
に
対
面

で
咬
合
関
係
の
確
認
や
口
腔

内
の
確
認
な
ど
を
行
っ
た
場

合
、
咬
合
採
得
料
に
加
算
し

ま
す
。

・
有
床
義
歯
の
場
合
、
９
歯
以

上
の
部
分
床
義
歯
ま
た
は
総

義
歯
の
製
作
時
に
、
咬
合
採

得
ま
た
は
仮
床
試
適
の
際

に
、
歯
科
医
師
と
歯
科
技
工

士
が
と
も
に
対
面
で
、
咬
合

採
得
時
に
は
咬
合
関
係
の
確

認
な
ど
、
仮
床
試
適
時
に
は

人
工
歯
の
排
列
位
置
な
ど
を

確
認
し
た
場
合
に
、
歯
技
連

１
を
咬
合
採
得
料
ま
た
は
仮

床
試
適
料
に
加
算
し
ま
す
。

※
歯
技
連
１
の
算
定
は
１
口
腔

単
位
で
、
算
定
は
１
回
の
み

で
す
。

◎
歯
技
連
２

・
歯
技
連
１
と
同
じ
条
件
に

加
え
、
歯
科
医
師
と
歯
科

科
技
工
士
連
携
加
算
２
（
歯
技

連
２
）
が
70
点
か
ら
10
点
増
点

の
80
点
に
な
り
ま
す
（
１
面
表

参
照
）。
改
定
は
４
月
に
施
行

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

評
価
の
目
的
は
、
歯
科
衛
生
士

お
よ
び
歯
科
技
工
士
の
待
遇
改

善
で
あ
り
、
賃
上
げ
に
繋
げ
る

意
図
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
算
定
す
る
際
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
初
め
て

使
う
方
が
多
く
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
た
び
に
説
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
用
す

る
患
者
さ
ん
が
少
し
増
え

た
が
、
当
院
で
は
な
る
べ

く
マ
イ
ナ
保
険
証
を
〝
使

っ
て
く
れ
る
な
〞
オ
ー
ラ

を
出
し
て
い
る
。

・「
少
し
マ
イ
ナ
保
険
証
が
増

え
た
か
な
」
と
い
う
程
度

で
す
。
と
は
言
え
、
も
し

当
院
で
ほ
と
ん
ど
の
患
者

さ
ん
が
マ
イ
ナ
保
険
証
を

使
う
よ
う
に
な
っ
た
場

合
、
大
わ
ら
わ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

・
ま
だ
ま
だ
従
来
の
保
険
証

の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の

で
す
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
方
は
少
し
ず
つ
増
え
て

い
る
印
象
で
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
は
毎
回
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
に
か
ざ
す
の
が
面

倒
と
い
う
方
が
多
い
で
す
。

・
保
険
医
協
会
か
ら
の
ポ
ス

タ
ー
を
貼
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
従
来
の
保
険
証
を
持
参

さ
れ
ま
す
。

◆
昨
年
、
印
象
に
残
っ
た
患
者

さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

・
訪
問
診
療
先
の
患
者
さ
ん
が

年
を
越
せ
ず
に
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
。

・
統
合
失
調
症
で
、
口
腔
底
が

ん
の
方
が
、
専
門
病
院
に
行

く
の
を
拒
ん
で
い
た
が
、
や

っ
と
通
院
す
る
気
に
な
っ

て
、
手
術
を
し
て
く
れ
た
こ

と
。「
先
生
！
『
頑
張
っ
た

ね
』
と
、
私
を
誉
め
て
く
だ

さ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

大
い
に
誉
め
ま
し
た
。

・
入
れ
歯
を
治
し
た
患
者
さ
ん

か
ら
「『
表
情
が
良
く
な
っ

た
』
と
周
囲
の
人
か
ら
言
わ

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い

う
話
が
あ
っ
た
こ
と
。
反
対

咬
合
の
義
歯
だ
っ
た
の
で
正

常
被
蓋
に
戻
し
、
口
唇
の
ハ

機
関
紙
1
月
号
に
つ
い
て
、
通
信

員
50
名
の
便
り
の
中
か
ら
抜
粋
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
147147147147

◆
健
康
保
険
証
の
発
行
終
了
か

ら
１
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
反
応
な
ど
に
つ
い

リ
を
出
し
た
こ
と
で
改
善
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

・「
夕
方
、
コ
タ
ツ
で
う
た
た

寝
し
て
、
起
き
た
ら
歯
が
抜

け
て
し
ま
っ
た
」
と
慌
て
て

来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
。
大

切
そ
う
に
持
っ
て
来
た
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
開
け
て
み
た
ら
、

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
だ
っ
た
。

・
印
象
に
残
っ
た
衝
撃
的
な
こ

と
は
孤
独
死
、
腐
乱
状
態
で

診
察
券
を
手
掛
か
り
に
、
警

察
か
ら
腐
乱
し
た
口
腔
内
写

真
や
死
後
の
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ
線

を
持
参
さ
れ
、
本
人
か
ど
う

か
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
夏
に
数
件
あ
り
ま

し
た
。
一
人
の
方
は
通
院
中

で
予
約
日
に
ほ
ぼ
忘
れ
る
こ

と
が
な
く
来
院
さ
れ
て
い
た

が
そ
の
時
は
来
院
さ
れ
ず
、

ち
ょ
っ
と
様
子
を
み
よ
う
と

し
て
い
た
時
で
し
た
。

技
工
士
が
と
も
に
情
報
通

信
機
器
を
活
用
し
て
行
っ

た
場
合
に
印
象
採
得
料
や

咬
合
採
得
料
に
加
算
し
ま

す
。

※
歯
技
連
２
の
算
定
も
１
口
腔

単
位
で
、
算
定
は
１
回
の
み

で
す
。

今
回
、
期
中
に
診
療
報
酬
を

改
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
い

う
実
例
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
不
合
理
な
改
定
内

容
の
改
善
と
今
後
の
「
保
険

で
よ
り
よ
い
歯
科
医
療
」
を

求
め
る
視
点
か
ら
注
目
す
べ

き
こ
と
と
考
え
ま
す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　
坪
田
有
史

解説 診療報酬の「中間年改定」「期中収載」とは？
【中間年改定】
➡中間年改定とは、２年に一度行われる薬価改定の
　間の年に、価格乖離の大きい薬価品目に対して行
　われる改定。

【期中収載】
➡２年に一度の診療報酬改定に関わらず、医療機器
　を対象にした保険収載。適用時期は３、６、９、
12月。例）２０２３年12月にPEEK冠が収載された。
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【詳細】
日　時　２月19日（水）午後１時～２時10分
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからご予約ください。

施設基準のための講習会施設基準のための講習会

歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の
施設基準を新たに届け出る方向け施設基準を新たに届け出る方向け

口管強の追加研修を希望する方向け口管強の追加研修を希望する方向け

　この講習会は５種類（または３種類）の施設基準に必要な研修を１日で受
講できる講習会です。
　医療法で定められている年２ 回の医療安全講習会にも対応しています。
（対象施設基準：歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診）

担 当　社保・学術部担 当　社保・学術部

【詳細】
日　時　３月16日（日）
①のコース　歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診…午後１時～６時30分
②のコース　歯初診、外安全１、外感染２　　　　　　　　…午後４時～６時30分

講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　坂下 英明 氏  （明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３F（＊２）
定　員　100名
対　象　会員(新規に施設基準を届け出る医療機関)
参加費　①のコース　８，０００円(修了証代込)
　　　　②のコース　５，０００円(　　〃　　)
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

第６回施設基準のための講習会

５月末までに
受講必須必須

（対象施設基準：口管強）

第７回施設基準のための講習会

歯 初 診 の歯 初 診 の
新規届出 ・ 更新を希望する方向け新規届出 ・ 更新を希望する方向け

【詳細】
日　時　 ３月13日（木）午後１時～２時10分
講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

第８回院内感染防止対策講習会

予約フォーム

　改定前に「か強診」を届け出ていた医療機
関は経過措置として２０２５年５月末まで 「口
管強」の要件を満たしているとみなされます。
２０２５年６月１日以降も引き続き「口管

強」に関する点数を算定する場合は、本講習
会の研修を受講の上、施設基準の他の要件も
満たした上で２０２５年５月末までに、改めて
施設基準の届出を行う必要があります。

　歯科診療報酬点数表の初診料の注１に規定す
る施設基準（歯初診）、および歯科外来診療感染
対策加算１（外感染１）の施設基準に対応した
「院内感染防止対策講習会」を開催します。
（対象施設基準：歯初診、外感染１）

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊1　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊3　Web開催・配信はZoomウェビナーを使用します。
※4　東京保険医協会：新宿区西新宿３丁目２番地７号 KDX新宿ビル４階

交　通　「新宿駅」（南口）より徒歩９分、都営新宿線「新宿駅」6番出口より徒歩4分

２０１９年は私が記憶するだけでもアナフィラキシーショ
ック、低血圧症、血管迷走神経反射、過換気症候群を立て
続けに経験する年となりました。それまで血管迷走神経反
射は１例/年の経験があるかどうか、アナフィラキシーショ
ックは過去10年間を通して１例も経験がなかったにもかか
わらずです。偶発症や合併症は「いつ」「どんな時」に遭遇
するか歯科麻酔科医でもわからないものです。そこで今回、
患者さんに「安全で快適な歯科医療」を提供する上で大切なチェアサイド
で考えるべき３つのポイントについてお伝えさせていただきます。

日　時　２月27日（木）午後７時～９時
講　師　雨宮 啓 氏（藤沢歯科）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室・Web（＊１、＊３参照）
定　員　会場20名・Web500名
対　象　会員・会員の医療機関に勤務のスタッフ
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　経営管理部

医療安全講習会医療安全講習会
「歯科医師と歯科衛生士とで学ぶ臨床歯科麻酔学」「歯科医師と歯科衛生士とで学ぶ臨床歯科麻酔学」

－全身疾患やストレスによるリスクを回避する－全身疾患やストレスによるリスクを回避する３３つのポイントつのポイント－－

　新規個別指導は開業後、概ね半年～８カ月以内の医療機関が選定されてい
ます。指導対策は、通知が届く前の早い段階で準備を進めることが最も大切
です。講習会では、年間100件を超える相談を基に、指導で指摘されやすい
事項を含め、保険診療の基本的なルールやカルテ記載、請求方法、自費と保
険の考え方を丁寧に解説します。
　これから開業を検討しておられる先生や勤務医の先生、改めて保険のルー
ルなどについて確認したいという先生にも、ぜひご参加いただきたい講習会
です。

日　時　３月30日（日）正午～午後５時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場（４Ｆ）（＊２）
定　員　50名
対　象　会員・未入会員
参加費　会員１３，０００円、未入会員３０，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部

新 規 開 業 医 講 習 会新 規 開 業 医 講 習 会

予約フォーム

ー 新規個別指導を控えている先生、ー 新規個別指導を控えている先生、
   改めて保険診療を学びたい先生へ ー   改めて保険診療を学びたい先生へ ー

予約フォーム

会員・ご家族・従業員の方が
ご利用いただける

"会員優待サービス"

カルテ記載

レセプト請求に

関する情報が満載

保険医協会主催の

研究会の動画を

たくさん配信

デンタルブックなら
　先生の　　　　　が
　　きっと見つかります

「欲しい！」 会員は
無料です‼

院内掲示の

ひな形を

ダウンロード

　デンタルブックは、保険診療を行うすべての歯科医師にとって
必要不可欠な保険請求情報を、体系的に網羅した電子書籍サービ
スです。メールでの情報配信、症例の解説、各種動画配信などを
ご利用いただけます。

新規ご登録は
こちらから

・ FUJIYAMAクラブの優待 （富士急グループの施設優待）

・ サンリオピューロランドの優待 （入園料割引）

・ プリンスホテル （全国のプリンスホテル優待割引）

・ ワイム貸会議室の利用 （会議室の料金割引）

　　など

お申込みは右のQRから（協会ホームページ）

デンタルブックから
お申し込みください

デンタルブックから
お申し込みください
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

（
副
会
長
早
坂
美
都
）

第
５
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

保
険
証

保
険
証 

新
規
発
行
終
了
に
意
見

新
規
発
行
終
了
に
意
見

１
月
17
日
に
行
わ
れ
た
第
５

回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
（
通
算
105

回
）
で
、
健
康
保
険
証
の
新
規

発
行
終
了
の
問
題
に
触
れ
た
早

坂
美
都
副
会
長
は
「
世
の
中
に

誤
解
が
生
じ
て
い
る
」
と
強
く

指
摘
し
た
。

昨
年
12
月
２
日
に
健
康
保
険

証
の
新
規
発
行
が
終
了
し
て
以

降
、
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た

今
回
は
、
発
行
終
了
後
の
患
者

対
応
な
ど
を
議
題
に
懇
談
を
深

め
た
。
早
坂
氏
は
、「
12
月
２

日
以
降
は
健
康
保
険
証
が
使
え

な
い
」
と
い
う
誤
っ
た
認
識
を

す
る
患
者
が
多
い
と
し
、「
正

し
い
情
報
を
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
訴
え
た
。

参
加
者
か
ら
の
「
マ
イ
ナ
保

険
証
に
一
本
化
す
る
と
い
う
法

律
は
あ
る
の
か
」
と
の
質
問
に

対
し
て
早
坂
氏
は
、「
マ
イ
ナ

保
険
証
に
一
本
化
さ
れ
る
と
い

う
の
は
大
き
な
間
違
い
。
法
令

上
は
健
康
保
険
証
が
資
格
確
認

書
に
変
わ
る
と
い
う
の
が
正
し

い
」
と
説
明
し
た
。

加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
運
用
上
の
問
題
に
つ
い

て
、
早
坂
氏
や
司
会
を
務
め
た

川
本
弘
理
事
が
自
院
の
状
況
を

伝
え
た
。
依
然
と
し
て
マ
イ
ナ

保
険
証
の
読
み
取
り
後
に
「
黒

丸
（
●
）」
が
表
示
さ
れ
る
こ

と
を
報
告
す
る
と
、
参
加
者
か

ら
驚
き
の
声
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
診
療
報
酬
改
定
の
話

題
で
は
、
期
中
改
定
が
決
ま

っ
た
歯
科
技
工
士
連
携
加
算

１
・
２
に
つ
い
て
、
参
加
者

か
ら
「
引
き
上
げ
ら
れ
た
分

の
点
数
は
、
歯
科
技
工
士
の

収
入
と
な
る
の
か
」
と
の
質

問
が
あ
り
、
歯
科
技
工
士
の

就
労
環
境
を
懸
念
す
る
様
子

が
う
か
が
え
た
。

そ
の
他
、「
会
員
の
意
識
と

実
態
調
査
」
の
中
間
報
告
を

も
と
に
懇
談
。
最
終
結
果
の

公
表
に
期
待
を
寄
せ
る
声
が

あ
が
っ
た
。
な
お
、
こ
の
日

は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
３
社
４
名
が

参
加
し
た
。

メディア懇談会の様子

Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
追
う
映
画

『杳
か
な
る
』

「
こ
れ
は
当
事
者
だ
け
の
問
題
で
し
ょ
う
か
…
」

　
映
画
「
杳は
る

か
な
る
」
は
、
難
病
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋

萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）
と
診
断
さ
れ
た
男
女
を

追
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者

の
女
性
は
生
き
た
証
の
詩
を
綴
る
。
そ
し
て
同

じ
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
で
声
を
失
っ
た
男
性
と
出
会

い
、
二
人
は
文
字
盤
を
通
し
て
意
思
疎
通
し
な

が
ら
３
年
間
に
わ
た
る
旅
を
つ
づ
け
た
。
そ
れ

は
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
る
旅

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
…
。
映
画
は
、
そ
の
３

年
間
を
追
い
続
け
る
。

　
「
こ
れ
は
、
当
事
者
の
私
た

ち
だ
け
の
問
題
な
の
で
し
ょ
う

か
。
当
事
者
以
外
か
ら
す
る
と

〝
可
哀
想
な
人
の
話
〞
と
い
う

だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
…
」。

そ
ん
な
主
人
公
、
佐
藤
裕
美
さ

ん
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

　
先
日
、
本
紙
12
月
号
で
紹
介

し
た
東
京
保
険
医
協
会
主
催
に

よ
る
本
作
の
試
写
会
、
座
談
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
宮
城
県
出
身
の
宍
戸
大
裕
監

督
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
人

と
動
物
の
行
方
を
追
う
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
作
品
で
映
画
監
督

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
さ
ら
に
、

人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て
生
き
る

患
者
さ
ん
の
映
画
「
風
は
生
き

よ
と
い
う
」
と
「
道
草
」
を
製

作
。
そ
し
て
、
２
０
１
９
年
に

起
き
た
京
都
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
嘱
託

殺
人
事
件
に
際
し
て
こ
の
作
品

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
続
く
安
楽
死

法
の
議
論
の
中
で
、
本
作
の
映

画
化
を
発
案
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
佐
藤
さ
ん
は
、
Ａ
Ｌ

Ｓ
に
な
る
前
は
登
山
好
き
、
子

ど
も
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
や
、
東
日
本
大
震
災
後
に
は

被
災
地
支
援
を
し
て
き
た
方

で
、
試
写
会
当
日
に
会
場
へ
い

ら
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
製
作
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
川
口
有
美
子
さ
ん
の

姿
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
女
自
身

も
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
母
を
看
取
る
経
験

を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
時
の
状

況
を
記
し
た
書
籍
「
逝
か
な
い

身
体
Ａ
Ｌ
Ｓ
的
日
常
を
生
き

る
」
で
10
年
、
第
41
回
大
宅
壮

一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を
受

賞
。
そ
の
後
、
家
族
の
介
助
な

し
に
24
時
間
訪
問
介
護
で
の
Ａ

Ｌ
Ｓ
ケ
ア
を
全
国
で
実
現
す
べ

く
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

「
社
会
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
宍
戸
監
督
に
提
案

し
て
実
現
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
こ
そ
が
本
作
で
す
。

翻
っ
て
歯
科
医
師
。
私
た
ち
は

Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん
に
何
が
で
き

る
の
か
…
。
在
宅
歯
科
と
口
腔

ケ
ア
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
高
め
ま
す
。
私
は
、
会

員
の
先
生
へ
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
啓
発

と
本
作
上
映
の
周
知
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
一
般
公
開
の
際
は
、
ぜ
ひ
映

画
館
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
宍
戸
監
督
の
言
葉

難
病
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
罹
患
し
社
会

か
ら
の
孤
立
感
を
覚
え
な
が

ら
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
先
行
者
や
支
え

る
人
々
と
出
会
い
、
再
び
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
歩
き

出
す
一
人
の
女
性
の
姿
を
３
年

半
に
わ
た
っ
て
記
録
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は

「
杳
か
な
る
」。

「
杳
」
(
よ
う
)
と
い
う
漢
字

は
、
木
の
下
に
日
が
沈
ん
だ
様

を
表
し
て
い
ま
す
。
暗
く
て
は

っ
き
り
し
な
い
、
奥
が
深
い
、

は
る
か
に
遠
い
と
い
う
意
味
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

進
行
性
の
難
病
を
生
き
る
こ

と
は
、
時
に
、
こ
の

「
杳
」
と

い
う
字
が
表
す
よ
う
な
先
の
見

通
し
を
持
つ
こ
と
の
で
き
な
い

絶
望
の
日
々
で
す
。
撮
影
を
始

め
る
時
、
こ
の
映
画
は
あ
ら
か

じ
め
目
的
地
の
決
ま
っ
て
い
る

〝
旅
行
〟
で
は
な
く
、
あ
て
ど

な
く
さ
ま
よ
う
〝
旅
〟
の
よ
う

な
映
画
に
な
る
と
予
感
し
て
い

ま
し
た
。
想
像
し
て
い
た
よ
り

も
ず
っ
と
強
く
深
く
、
出
演
者

も
製
作
ス
タ
ッ
フ
も
こ
の
映
画

自
体
も
、
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら

佐藤裕美さん

宍戸大裕さん

れ
る
時
間
が
待
っ
て
い
ま
し

た
。
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
別

れ
が
あ
り
、
言
葉
を
な
く
し
、

立
ち
尽
く
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

そ
ん
な
喪
失
を
か
さ
ね
る
日
々

に
あ
っ
て
も
喪
わ
ず
に
残
る
も

の
、
新
し
く
掴
め
る
も
の
が
あ

る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
こ
の
３

年
半
に
知
り
ま
し
た
。

　

絶
望
の
淵
に
佇
っ
て
い
る
一
人

に
向
け
て
届
け
た
い
と
の
思
い

で
、
こ
の
映
画
を
作
り
始
め
ま

し
た
。
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
声
も
出

な
い
人
の
隣
に
静
か
に
あ
る
-

そ
ん
な
映
画
に
な
っ
て
い
た
ら

本
懐
で
す
。

『杳かなる』 上映情報

「杳かなる」上映予定は以下の通り
①新宿K’s cinema
　（新宿区新宿３-35-13 ３F）
　日時：２月８日㈯～ 28日㈮

②CINEMA Chupki TABATA
　（北区東田端２-８- ４）
　日時：３月16日㈰～ 30日㈰

　▼詳細は公式ホームページから
　　ご確認ください。

          

協
会
「
実
調
」
最
終
報
告
に
期
待
の
声

現場で役に立つ“本作り”
を目指しています。

〒108-0073 東京都港区三田 3-4-6-801
☎ 03-3798-1778 FAX03-3798-8505お求めは

2024 年 6 月
改正に対応。
保険点数の
ルールブック
A5判
2,530 円（税込）

カルテの手引き 歯科アシスタント
MY BOOK

新人スタッフ
の教育に
スタッフの
再教育に
A5判
1,650 円（税込）

歯科医療事務
症例と解説

初期カリエスか
ら有床義歯まで、
解説付き（カル
テ問題集）です。
B5判
2,750 円（税込）

　
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
転
勤

や
そ
の
他
の
事
情
で
遠
方
に
引

っ
越
す
人
も
時
々
見
受
け
ら
れ

る
。
そ
ん
な
時
に
「
当
地
で
良

い
先
生
が
い
た
ら
紹
介
し
て
ほ

し
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
れ
が
困
る
。

　
私
は
、
大
学
病
院
の
医
局
に

25
年
間
在
籍
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
全
国
各
地
に
後
輩
や
教
え

子
も
多
い
。
今
ま
で
の
交
友
関

係
で
人
と
し
て
信
頼
で
き
る
人

間
も
数
多
く
い
る
。
し
か
し
、

人
間
と
し
て
の
信
頼
と
治
療
技

術
に
関
し
て
の
信
頼
は
ま
っ
た

く
の
別
物
で
あ
る
。
開
業
医
に

お
い
て
の
治
療
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
で
、
ど
ん
な
治
療
を
行

っ
て
い
る
の
か
知
る
由
も
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
安
易
に
紹

介
で
き
な
い
と
気
付
い
た
の
が

20
年
前
だ
。

　
気
心
の
知
れ
た
同
業
者
で
人

間
的
に
も
信
頼
で
き
る
友
人
が

い
る
。
性
格
も
明
る
く
細
や
か

な
配
慮
が
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る

〝
い
い
や
つ
〞
だ
。
彼
が
、
あ
る
患
者
の
治
療
で
行
き
詰
ま
っ

て
私
の
と
こ
ろ
へ
紹
介
し
て
き

た
。
口
腔
内
を
見
て
驚
い
た
。

ど
こ
を
ど
う
考
え
た
ら
こ
ん
な

治
療
が
で
き
る
の
か
？
そ
の
時

か
ら
人
の
良
さ
と
治
療
技
術
は

分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
私
は
、
患
者
に
と
っ
て
良
い

先
生
と
い
う
の
は
、
命
を
救
っ

て
く
れ
る
人
だ
と
思
っ
て
い

る
。
治
療
と
は
結
果
が
す
べ
て

で
あ
る
。
極
論
を
言
え
ば
、
性

格
が
悪
か
ろ
う
が
傲
慢
や
横
柄

で
あ
ろ
う
が
、
診
断
の
的
確
さ

と
治
療
技
術
が
患
者
を
救
う
の

で
あ
る
。

　
医
局
時
代
、
自
分
の
47
が
ク

ラ
ウ
ン
の
ケ
ー
ス
と
な
り
、
さ

あ
誰
に
頼
も
う
か
な
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
考
え
た
結
果
、

私
が
選
ん
だ
の
は
女
性
関
係
に

ふ
し
だ
ら
な
、
と
ん
で
も
な
い

〝
や
つ
〞
で
、
医
局
で
も
嫌
い

な
ベ
ス
ト
３
に
入
る
人
間

だ
。
だ
け
ど
、
こ
い
つ
の
形
成

は
医
局
で
私
が
認
め
た
ナ
ン
バ

ー
・
ワ
ン
だ
っ
た
。
さ
す
が
に

私
が
嫌
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
た
の
か
、
治
療
を
頼
ん

だ
時
に
は
驚
い
て
い
た
。
あ
れ

か
ら
30
年
経
過
し
た
が
、
今
も

元
気
に
口
腔
内
で
活
躍
し
て
い

る
。

　
ち
な
み
に
、
前
述
し
た
治
療

の
依
頼
を
し
て
き
た
友
人
と
の

関
係
は
ど
う
な
っ
た
か
と
言
う

と
、
今
で
も
親
し
く
付
き
合
っ

て
い
る
。
だ
っ
て
、
人
間
と
し

て
は
人
情
に
厚
く
、
と
て
も
信

頼
で
き
る
い
い
〝
や
つ
〞
だ
か

ら
ね
。

山本  鐵雄
（副会長／大田区）

　良い先生の定義とは？　良い先生の定義とは？



会員医業収益の最頻値が医療経済実態調査を下回る
次世代のために求められる診療報酬引き上げ

協会が昨年10月に実施した「会員の意識と実態調査」（以下、会員調査／速報は１・３面を参照）の結
果、会員の多くを占める個人立の歯科診療所における医業収益の最頻値は、保険・自費ともに、厚生労
働省が2023年5月に実施した「第24回医療経済実態調査」（以下、実調）の結果を下回っており、東京の
歯科診療所の経営は厳しい状況であることが明らかになった。また、将来を担う若手歯科医師のため
に必要なことについては、約80％が「診療報酬の引き上げ」であると回答している。
今後、次期診療報酬改定の議論が行われ、年末には改定率が決定される見通しだが、技術料を中心と
した大幅な診療報酬の引き上げが求められる。

東京は保険も自費も東京は保険も自費も

医業収益が低い医業収益が低い

　会員調査には、1,658件（回答率27.６％）の回答が
寄せられたが、うち79.8％は個人立の歯科診療所で
あった。
　個人立の歯科診療所における保険診療の年間売
上は、図１の通りで、その最頻値は1,800万円～2,400
万円（15.１％）であった。実調によると、22年度の保
険診療収益の最頻値は約2,522万円と報告されてい
る。調査時期が異なるため単純に比較できないが、

24年度の診療報酬改定がプラス改定であったにも
関わらず、実調よりも会員調査の最頻値の方が低か
った。サンプルの違いはあるにしても、東京の歯科
診療所の保険診療収益は全国的に見て低い状況に
あると言えそうだ。
　同様に、自費診療の年間売上の分布は図２の通り
である。最頻値は100万円未満（22.７％）だが、実調
では22年度の「その他診療収益」（自費診療収益な
ど）の最頻値は約410万円となっている。会員調査の
最頻値の方が低い傾向は変わらず、最頻値だけで見
れば東京の自費診療収益も高いとは言えない。
　このように、協会の会員調査は、明らかに東京の
歯科診療所は経営が厳しいという現状を物語って
いる。

診療報酬引き上げ診療報酬引き上げ

次世代のためにも必要次世代のためにも必要

　協会の会員調査では、若い世代の歯科医師が魅
力を感じる職にするために必要なことを聞いてい
るが、個人・法人立などを含む回答結果は図３とな
った。
　最も多かったのは、「診療報酬の引き上げ」（79.６
％）で、「経済的な負担軽減」が続いた。さらに、「診療
報酬改善で重視すべき内容」についての問いでは、
最も多い回答は「保険診療だけで経営が成り立つ点
数設定」（65.７％）であり、診療報酬の改善を求める
声が一番大きい。
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その他

地域偏在の解消

歯冠補綴、欠損補綴を保険対象から
外して自費診療とする

国民の貧困・格差是正

自費診療の拡大

開業時の経費や学費などの
経済的な負担軽減

診療報酬の引き上げ

図３　若い世代の歯科医師が魅力を感じる職に
　　　　　　するために必要と思うもの（３つまで回答）
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歯科署名にご協力を歯科署名にご協力を

　現状を解決するには、診療報酬の大幅な引き上げ
が必要である。さらに、不合理な算定要件の是正、治
療が必要な患者が自己負担を気にせずに歯科診療
所に通院できる負担軽減策の実現も必要である。
それらの実現には、現場の声を国会や行政に届ける
必要がある。協会は、２月から「保険でより良い歯科
医療の実現を」求める請願署名（左図）を「月刊保団
連」２月号に同封して会員にお届けする。ぜひ、協力
をいただきたい。
　また、署名用紙の追加、受付用の署名用紙回収箱
を無料配布している。希望者は協会運動本部に電
話（０３－３２０５－２９９９）、または、左のQRから
お申し込みいただきたい。
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図２　自費診療の年間売上（個人立の歯科診療所）
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都内歯科診療所 厳しい経営明らかに
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